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風の中で，一日中撮影機を据えていることもあった．45

年夏この山本三郎君が亡くなった時は，その悲しみ方は

一通りでなく，「大気」第3号に追悼文を書いている．

二人は地下で楽しかった思い出を語り合うことであろ

う．この映画のコピーはベルリン自由大学に送られて，

今は亡きシェァハク先生も，今はミュソヘンに移られた

フォルタク先生も，ハンブルグ大学のフィッシャー教授

も感謝状を寄せている．

　最後の大きな仕事はAMTEX共同観測の実行責任者

として観測計画をまとめたこどである．資料蒐集，観測

結果，研究報告など具体的な結果を何一つ見る事もでき

なかったのは残念であるが，この仕事は観測や研究にた

づさわる人々の心の中に生きつづけることであろう．亡

くなる前に論文別刷を一冊にまとめられたが，これを見

ると，何れも内容が豊かで，次の発展が期待されるもの

ばかりのように見える．気象界はここに偉大な頭脳を葬

ったように思われる．

　　　　　　　　　　　　　（1973．4．10．大井正一）

ニニ質疑応答一
○餉ぼ環景蔀荊面区天羊野亜新～鍮扇医「〈〈A”皿r
し＿＿、＿漫杢鯵瞥麹糧墓委曼麹し燃ゑ熱

問：地表面を植物が蔽うと，そこの気候はどのように変

るか　　　　　　　　　　　　　（気象大学校一会員）

　答：裸地を畑地化あるいは森林化した場合の地表面の

変化が気候に及ぼす影響に関しては，まだ充分に解明さ

れているとは考えられない．特に，気候に及ぼす大規模

な影響については未知な点が多いので，解答としては極

めて不充分であるが二，三の要点をのべる．

　植被の形成によってもたらされる変化は，（1）放射，

（2）風，（3）蒸発量・発散量が直接の影響を受け，そ

の結果他の気候要素に影響が及ぶものと考えられる．と

りわけ基本となる変化は，太陽放射を受ける面が土壌面

から植被面へ移行し，熱・水蒸気の交換も主として植被

面で行なわれるようになる点である．

　裸地と畑地とではアルベドーにあまり大きな差異はな

いが，畑地においては土壌面への日射による直接加熱が

減少するために，地温の上昇は小さくなる．植被層下の

土壌面からの長波の出放射は，植被の存在によって減少

するので，畑地の夜間における地温の低下は小さくな

る．その結果，畑地では裸地に対して地温の較差が小さ

くなり，また変化の位相がおくれることが確められてい

る．アルベドーは，植被の繁茂の程度によっても変化す

る．繁茂の程度を示すために葉面積指数を利用すると，

例えば水稲では葉面積指数4以上で急にアルベドーが小

さくなる．植被層下の土壌面からの有効長波放射，ある

いは正味放射も葉面積指数によって変化する．一般に，

植被層下の地温の較差は，葉面積指数の増加とともに減

少する．

　植被が形成されると，裸地では土壌面蒸発のみであっ

た水分の損失が，土壌面蒸発と葉・茎からの発散が加わ

った蒸発散になる．しかし，植被下の土壌面では風が弱

1973年6月

められ拡散係数が減少するので，土壌面蒸発は少なくな

り発散がこれに代る．充分に土壌水分がある状態では

P・tentialevap・transpirati・n（P・tentialevap・rati・n）が

土壌面蒸発および蒸発散のめやすになるので，裸地およ

び畑地の水分損失にあまり大きな差異は生じないであろ

う．しかし，表層土壌の水分がいちじるしく不足してい

る場合，あるいは砂ばくをかんがいして畑地化した場合

には両者の間にいちじるしい差が生じ，気候に大きな影

響がみられる．この点に関しては，次の文献にのべられ

ている．

　Budyko，ML（1956）地表面の熱収支
　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　（内島　訳）

　Budyko，M．1．（1971）気候と生命1，n

　　　　　　　　　　　（内島，岩切　訳）

　以上のように，もし水分が充分な条件であれば，放射

とそれに伴って生ずる地温・気温の変化が裸地と畑地の

地表附近の気候の最も大きな差異となっているといえ

る．せまい範囲での観測によれば，裸地と畑地では地温

および接地気温に差が生じていることが認められる．し

かし，広い地域での実験例はないので，この効果が気候

にどの程度の影響を与えるかは未知である．

　植生が存在すると地表の日最高気温が低下するために

凝結高度が低くなり，雨がふりやすくなるといわれてい

る．また，逆に森林を畑地あるいは裸地化すると，風に

よって土粒子が大気中に浮遊し，これが地上への日射を

弱め気候変化を発生させることが考えられる．

　将来地球の人口が増加し，土地利用が変化した場合の

気候変化については，今後早急に検討される必要があ

る．　　　　　　　　　　　　（立正大学：新井　正）
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